
様式２  
 
 

がん教育実施報告書 

 

学校名 会津美里町立高田中学校 

実施対象者 

（学年・保護者など） 
第２学年生徒（５９名） 

教育課程の位置づけ 
体育・保健体育   道 徳   学級活動・HR活動  講演会・行事 

その他（        ） 

実 施 日 時 令和７年１０月３０日（木） １３：５０～１４：４０ 

打合せについて 
【１回目】方法：メール     内容：実施日時の調整 

【２回目】方法：メール     内容：授業内容と配慮事項の相談 

外部講師 職・氏名 職名 がんピアネットふくしま理事  氏名 大内 直美 

実 施 内 容 

【めあて】 

がん患者やその家族の思いに共感し、支え合って生きていくことの

大切さを理解するとともに、かけがえのない自他の生命を尊重するこ

とができるようにする。＜Ⅾ-(19)生命の尊さ＞ 

【指導過程】 

 １ がんという病気の概 

 要について既習事項を 

確認する。（T１） 

 ２ がんになるとどのよ 

  うな問題が起こるのか 

想像する。（T１） 

 ３ がんの治療に必要な 

  支援とその考え方や、 

がん患者との共生に必 

要なことを知る。（GT） 

 ４ がん患者と共生する

ために大切なことや自分にできることを考える（T１） 

成 果 等 

【生徒の反応・感想】 

 ・ がん患者さんは大きな不安と闘いながら治療を受けていたことを

知った。 

 ・ がんは仕事を続けながら治療ができるとわかった。 

・ 身近な人ががんになったら気持ちを共感し、思いやりのある言葉

や態度で接したい。 

・ 他の人たちの心の寄り添いがあったおかけでがんに立ち向うこと

ができたのだと思った。 

【成果・課題】 

 ・ がん患者さんの心情や支援者の存在に気付き、自分に何ができる

のか考える良い機会となった。 

 


